








要約:小児期発症 I 型糖尿病における神経障害と,macroangiopathy のパラメーターについ

て検討した。神経障害の自覚症状は比較的少なく,他覚的所見も認められなかった。心電図

R-R 間隔変動は対照群と有意差はなく,過去 1 年の平均 HbA1 と有意な相関が認められた。

高血圧,高脂血症を認めた症例はなく,総コレステロール,トリグリセライド,β-リボタン

パク,動脈硬化指数という4項目がmacroangiopathyのパラメーターとして有用であるかど

うかの評価は現時点では困難であった。 


